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近
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
を

し
て
い
る
中
、
昨
年
、
茨
城
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
で
の
研
修
会
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
、

役
員
の
選
定
、
会
員
の
加
入
、
ク
レ
ー
ム
等

へ
の
考
え
方
を
受
講
い
た
し
ま
し
た
。
と
か

く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
悪
い
事
ば
か
り
が
公
に
な

り
、
地
道
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
妨
げ

に
な
る
様
な
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を
賑
わ
せ
て

い
る
今
日
、
美
辞
麗
句
の
建
前
論
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
支
障
を
き
た
す
事
も
考
え

ら
れ
、
今
以
上
に
、
活
動
を
認
識
し
て
頂
く

策
を
築
き
上
げ
て
行
く
必
要
性
が
有
る
か
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
会
員
の
皆
様
と
共
に

邁
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
副
会
長
と
し
て
県
中
部
地
区
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会
や
東
海
大
会
、
全
国
大

会
な
ど
様
々
な
会
議
や
講
演
会
に
出
席
さ
せ

て
頂
き
、
多
く
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機
会

を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変

化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
子
ど
も

達
は
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
て
充
実
し
た
高
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
時
代
に

即
し
た
変
化
や
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
模
索
し
な
が

ら
残
り
の
任
期
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
県
高
Ｐ
連
副
会
長
を
仰
せ

つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
・
共
働

き
世
帯
の
増
加
等
社
会
生
活
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
伴
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
も
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
日
々
、
起
こ
り
う
る
学
校
生
活
や

生
徒
の
問
題
に
、
教
師
と
保
護
者
が
一
体
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
は
、
む
し
ろ

益
々
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今

後
と
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
活
性
化
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
県
高
Ｐ
連
の
会
長
及
び
副

会
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
ま
す
。

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
副
会
長�

杉
山
　
大
一

（
韮
山
高
校
　
相
談
役
）

■
副
会
長�

山
本
　
泰
三

（
清
水
桜
が
丘
高
校
　
顧
問
）

■
副
会
長�

原
　
　
拓
也

（
浜
松
北
高
校
　
顧
問
）

　

昨
年
は
、
全
国
高
Ｐ
連
の
「
会
長
・
事
務

局
長
連
絡
会
」
に
出
席
し
、
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
皆
様
と
情
報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動

や
、
公
立
高
校
が
直
面
し
て
い
る
課
題
な
ど

様
々
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が

学
校
に
通
う
期
間
は
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

仲
間
た
ち
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

で
、
そ
の
貴
重
な
経
験
が
一
生
の
思
い
出
と

な
り
ま
す
。「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
事
を
」。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
の
視
点
で
学
校
と
連
携
し
、
皆

様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
は
「
東
海
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会�

静
岡
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
方
が
集
い
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
や

今
後
の
活
動
を
創
り
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な

る
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
会
　
長�

住
吉
　
　
明

（
静
岡
農
業
高
校
　
顧
問
）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
様
、
会
長
、
副
会
長
、
会

計
、
各
役
員
、
校
長
先
生
、
事
務
長
、
会
計

担
当
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
の
先
生
方
な
ど
、
日
頃

は
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
一
人
一
人
の

お
か
げ
で
、
子
ど
も
達
が
育
つ
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
二
〇
二
五
年
が

幸
せ
な
一
年
で
あ
る
事
を
願
っ
て
ま
す
。

■
副
会
長�

河
田
憲
一
郎

（
沼
津
工
業
高
校
　
参
与
）
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本
年
度
の
全
国
大
会
は
、
八
月
二
十
二
日

（
木
）・
二
十
三
日
（
金
）
に
、
茨
城
県
水
戸

市
を
中
心
と
し
た
五
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
テ
ー
マ
は
、
黄
門
様
の
地
ら
し
く
、

「
歴
史
の
町
で
変
革
を
！
新
た
な
時
代
が
目

に
入
ら
ぬ
か
」
で
し
た
。
今
年
の
大
会
も
現

地
参
集
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
以
降
こ
の
形
が
一
般
的

に
な
っ
た
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会

全
体
で
は
、
役
員
等
を
含
め
て
五
六
六
九
人

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
二
五
九
校
）、
本
県
か
ら

二
六
一
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
八
十
四

校
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
参
加
者
は
高
Ｐ
連
が
用
意
し
た

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
を
使
い
、
各
自
分
科
会

の
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
各
会
場
で
茨
城

県
の
高
校
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
堪

能
し
た
後
、
水
戸
藩
校
弘
道
館
の
教
育
等
が

テ
ー
マ
の
第
一
分
科
会
、
発
達
障
害
や
十
八

歳
成
人
が
テ
ー
マ
の
第
二
分
科
会
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
の
第
三
分
科
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
係
る
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
の
第
四
分
科
会
、
地
域
社
会

と
の
連
携
・
協
働
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
五
分

科
会
な
ど
、
多
様
な
学
び
の
場
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
は
恒
例
の
静
岡
県
高
Ｐ
連
情

報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
地
区
、
学
校
、
教

職
員
・
保
護
者
の
枠
を
超
え
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
の
開

会
式
は
、
板
倉

実
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
と
田

名
部
全
国
高
Ｐ

連
会
長
の
式
辞

で
幕
を
開
け
、

文
部
科
学
大
臣

（
代
読
）・
茨
城

県
知
事
・
水
戸
市
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、

そ
の
後
の
表
彰
式
で
、
本
県
か
ら
は
以
下
の

団
体
及
び
個
人
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
係
わ
る

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
】

〇
静
岡
県
立
静
岡
農
業
高
等
学
校

・
会
長
を
中
心
に
、
約
二
十
名
の
本
部
役
員
、

五
十
名
を
超
え
る
ク
ラ
ス
役
員
が
協
力
的
に

運
営
し
、
行
事
に
大
変
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、

学
校
の
教
育
活
動
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

・
文
化
委
員
会
、
安
全
委
員
会
、
進
路
委
員

会
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
、
運
営
し
て
い
る
行
事

が
あ
り
、
す
べ
て
に
取
組
が
良
好
で
あ
り
、

さ
ら
に
静
農
祭
（
文
化
祭
）
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
模

擬
店
の
完
成
度
の
高
さ
が
非
常
に
素
晴
ら
し
い
。

【
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
個
人
）】

○
佐
野 

孝
之
（
県
立
韮
山
高
等
学
校
所
属
）

　

単
Ｐ
会
長
と
し
て
、
学
校
の
長
い
伝
統
と

新
し
い
取
組
と
に
折
合
を
付
け
、
力
強
く
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
牽
引
し
た
。
県
高
Ｐ
連
副
会
長

と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
活
動
再
開
に

指
導
力
を
発
揮
し
た
。

○
諏
訪
部 

孝
敏（
県
立
富
岳
館
高
等
学
校
所
属
）

　

農
業
高
校
に
由
来
を
持
つ
総
合
高
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

に
力
を
尽
く
し
、
併
せ
て
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
ら
通
算
し
、
単
Ｐ
会
長
を
計
七
年
間

勤
め
あ
げ
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
県
高
Ｐ
連

の
舵
取
り
に
活
か
し
た
。

○
中
里 

功
（
県
立
浜
松
北
高
等
学
校
所
属
）

　

単
Ｐ
会
長
と
し
て
、
学
校
と
密
な
連
絡
を

取
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
に
尽
力
し
た
。

県
高
Ｐ
連
副
会
長
及
び
東
海
地
区
高
Ｐ
連
の

理
事
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
、
発

展
に
役
割
を
果
た
し
た
。

【
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
団
体
）】

○
県
立
三
島
長
陵
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
会
長 

瀬
川
貴
子
）

　

支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
等
へ
の
支
援
体

制
や
進
路
実
現
に
向
け
て
の
補
助
、
文
化
祭

へ
の
模
擬
店
出
店
、
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し

ま
推
進
事
業
へ
の
参
加
な
ど
、
学
校
及
び
地

域
と
連
携
し
た
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
よ
り
、

学
校
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

○
県
立
焼
津
中
央
高
等
学
校（
会
長 

後
藤
陽
子
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
会
の
廃
止
、
規
程
の
改
訂
な

ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
活
動

を
効
果
的
に
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
大

学
見
学
、
校
内
美
化
活
動
、
登
校
指
導
を
実

施
し
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
継

続
し
て
い
る
。

【
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰（
役
員
等
個
人
表
彰
）】

○
三
輪 

高
太
郎（
県
立
浜
松
北
高
等
学
校
所
属
）

　

小
学
校
単
Ｐ
会
長
二
年
、
中
学
校
単
Ｐ
会

長
二
年
、
高
校
単
Ｐ
会
長
一
年
を
経
て
、
県

高
Ｐ
連
副
会
長
三
年
、
県
高
Ｐ
連
会
長
二
年
、

東
海
地
区
高
Ｐ
連
副
会
長
二
年
と
役
職
を
歴

任
し
、
本
県
・
東
海
・
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
多
大
な
寄
与
を
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
記
念
講
演
の
講
師
と
し
て
壇
上

に
上
が
っ
た
の
は
、
二
所
ノ
関
親
方
（
第

七
十
二
代
横
綱�

稀
勢
の
里
）
で
し
た
。
講
演

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
じ
め
で
、

誠
実
で
、
向
学
心
や
探
究
心
に
溢
れ
た
講
師
の

人
柄
が
良
く
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

閉
会
式
が
挙
行
さ
れ
、
二
日
間
の
大
会
が
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
全
国
大
会
は
三

重
県
で
開
催
さ
れ
、
本
県
を
含
む
東
海
地
区
が

大
会
の
ホ
ス
ト
地
区
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
会

員
様
の
御
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

演
題　
「
人
材
育
成
の
不
易
流
行
」

　

二
所
ノ
関
親
方
は
、
現
役
時
代
に
平
成
の

大
横
綱
白
鵬
関
と
数
々
の
名
勝
負
を
繰
り
広

げ
、
現
役
時
代
は
八
百
勝
を
あ
げ
た
人
気
力

士
で
し
た
。
引
退
し
自
分
の
部
屋
を
開
く
に

あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
慣
例
を
破
っ
て
、

部
屋
の
立
地
を
茨
城
県
と
し
、
昔
な
が
ら
の

基
本
稽
古
を
重
視
し
つ
つ
も
、
科
学
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
ア
プ
リ
を
使
っ
て
現
代
っ
子
で
あ
る
弟
子

の
生
活
環
境
に
目
を
配
り
、
大
学
で
学
ん
で

地
域
を
巻
き
込
む
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

観
点
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
古
さ
と
新
し
さ

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
親
方
の
講
演
は
、
茨

城
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
歴
史
の
町
で
変

革
を
」
を
象
徴
す
る
内
容
で
、
と
て
も
興
味

深
く
、
ま
た
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
県
下
十
地
区
と
特
別
支
援
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催
す
る
「
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
指
導
者
研
修
会
」
が
、
六
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
次
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
を
参
照
）。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
消
費
者
教
育
、
教
科
や

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
魅
力
、
ネ
ッ
ト
社
会
、
高

校
生
の
心
理
、
言
葉
の
持
つ
魅
力
、
困
難
を

乗
り
越
え
る
力
な
ど
、
各
地
区
世
話
人
校
・

研
修
担
当
校
の
お
骨
折
り
で
多
彩
な
学
び
と

交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
全
県

で
合
計
千
百
人
を
超
え
る
会
員
の
皆
さ
ま
に

御
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
で
は
、
今
年
度
末
も
報
告
書
を
刊

行
し
、
各
加
盟
校
へ
の
配
布
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
他
地
区
の
活
動
を
知
り
、
令
和
七
年

度
の
開
催
に
向
け
た
ネ
タ
作
り
の
た
め
に
も
、

是
非
報
告
書
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会
茨
城
大
会
報
告

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

あいさつする住吉県高Ｐ連会長あいさつする住吉県高Ｐ連会長

表彰を受ける本県関係者表彰を受ける本県関係者

高校生による販売ブース高校生による販売ブース
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地区名
（世話人校）

日時・会場
参加者数 研修テーマ・講演テーマなど

賀　茂
（下田高校）

７月３日（水）
13：15～15：30
下田高校　73名

研修テーマ�「賀茂地区の生徒のキャリア教育について考える
　～依田佐二平・勉三にみる職業選択～」

講師　櫻井祥行氏（富士市立高等学校長）

三島・田方
（伊豆中央高校）

７月２日（火）
13：30～16：00

韮山文化センター　95名
研修テーマ「自立した消費者を育てる」
講師　佐藤有悟氏（株式会社クレディセゾンＣＳ推進部課長）

沼津・駿東
（沼津城北高校）

７月４日（木）
13：10～16：30

沼津市立図書館　96名

研修テーマ「数学の魅力とは？なぜ学ぶのか？」
講師　熊倉啓之氏（静岡大学名誉教授）
講師を交えたグループワーク「（テーマ）ＡＩ時代の未来を想
像して、学校で（数学に限らず）どのような学びを期待するか」
研修会報告（高Ｐ連　県総会・東海地区大会）を実施

富士・富士宮
（富士宮東高校）

９月20日（金）�
14：00～16：30�

ロゼシアター　178名

研修テーマ�「これからのＡＩ時代における数学を学ぶ意味は？
　～数学の魅力を踏まえて～」

講師　熊倉啓之氏(静岡大学名誉教授)
単位ＰＴＡ活動発表(富士宮西高・吉原工業高)、情報交換会を実施

清　水
（清水南高校）

９月６日（金）�
14：30～16：35�
清水テルサ　92名

研修テーマ�「若年層の被害が多発しているインターネットを通じた
　詐欺やトラブルなどの事例と対策、解決方法について」

講師　下大澤　健氏（静岡県弁護士会所属弁護士）

静　岡
（静岡西高校）

10月12日（土）
13：30～16：20

静岡労政会館　115名

研修テーマ「青少年の未来のために～スポーツの持つ力」
講師　高瀬�慧氏
静岡西高スポーツコースの取組紹介(スポーツに関わるICT機
器の体験～動作分析ソフト・ハートレートモニターの実演)を実施

志太・榛原
（榛原高校）

７月２日（火）�
13：00～15：30�

相良総合センターい～ら
　177名

研修テーマ（第１部）�「自分プレゼン術の練習～マイナスモー
ド（失敗・挫折・病気）でも語ってみよう」

（第２部）�「人生のエネルギーカーブを描いてみよ
う～山より谷をどう語るか」

講師　藤原和博氏（教育改革実践家、元中学校長）

掛　川
（横須賀高校）

６月21日（金）
14：00～16：15

遠州横須賀清水邸�67名

研修テーマ「言葉の魅力、地域の魅力」
講師　蝶花楼桃花師匠
アトラクション　横須賀高校郷土芸能部「三社祭礼囃子」

磐　田
（天竜高校）

７月24日（水）�
13：30～16：00�

浜松市天竜壬生ホール　
97名

研修テーマ「デジタル社会を生きる子どもたち～安全安心で
賢いネット（スマホ）利用のために～」
講師　長澤弘子氏(NPO法人「浜松子どもとメディアリテラシー
研究所」理事長)

浜　松
（湖西高校）

６月14日（金）�
13：45～16：00�
浜松呉竹荘　103名

研修テーマ「大学から見える高校生の心理～心理士の立場から～」
講師　太田裕一氏(静岡大学保健センター・学生支援センター教授)
分科会・情報交換会を実施

特別支援
（浜松聴覚特支）

６月８日（土）
あざれあ
75名

総会
特別支援学校PTA連合会の事業案や予算案の報告、承認
県教育委員会特別支援教育課による所管事項説明を実施

　

十
月
十
八
日
に
開
催
し
た
選
考
委
員
会
で

は
、
一
件
一
件
、
丁
寧
に
推
薦
書
を
読
み
込

み
な
が
ら
、
表
彰
可
能
な
行
為
か
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
住
吉
委
員
長
（
県

高
Ｐ
連
会
長
）
の
裁
定
で
、
今
年
度
は
推
薦

さ
れ
た
す
べ
て
の
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
特
に
推

薦
書
の
大
多
数
を
占
め
る
「
救
助
救
援
」
活

動
に
つ
い
て
、
若
者
の
勇
気
あ
る
行
為
で
素

晴
ら
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、
事
件

や
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
か
心
配
す

る
声
も
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的
に

人
助
け
を
し
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
自
分
の

身
の
安
全
は
確
保
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
個
人
及
び
団
体
に
は
、
本
会
か

ら
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
追
加
推
薦
は
二
月
四
日
（
火
）

が
〆
切
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
本
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
賞
数　
十
月
十
八
日
現
在�　
※
（��

）
は
昨
年
度

　

個
人
の
部

　

十
四
校
・
三
十
七
人
（
十
九
校
三
十
二
人
）

　

団
体
の
部

　

四
校
・
五
団
体
（
六
校
八
団
体
）

【
個
人
の
部
】

静
岡
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校

一
年
生　
山
梨　
凌
右　
さ
ん

一
年
生　
菊
池　
桃
花　
さ
ん

一
年
生　
後
藤　
幸
樹　
さ
ん

　

令
和
六
年
四
月
二
十
二
日
下
校
中
、
自
転

車
で
転
倒
し
怪
我
を
し
た
高
校
生
を
目
撃
し
、

介
抱
し
た
上
で
所
属
校
、
警
察
、
救
急
隊
に

連
絡
し
、
現
場
の
安
全
確
保
と
警
察
の
事
情

聴
取
等
へ
の
協
力
を
行
っ
た
。

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校

三
年
生　
稲
森　
正　
さ
ん

　

令
和
六
年
七
月
十
九
日
登
校
中
、
通
り
が

か
っ
た
自
動
車
同
士
の
交
通
事
故
現
場
に
お

い
て
、
交
通
整
理
や
警
察
官
の
事
情
聴
取
に

協
力
し
た
。

静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校

二
年
生　
鈴
木　
敬
稔　
さ
ん

二
年
生　
是
永　
陸
羽　
さ
ん

　

令
和
六
年
七
月
二
十
日
、
安
倍
川
花
火
大

会
で
迷
子
に
な
っ
た
二
歳
男
児
を
励
ま
し
な

が
ら
、
混
雑
す
る
会
場
で
保
護
者
を
探
し
続

け
、
警
察
に
よ
る
発
見
解
決
に
つ
な
げ
た
。

静
岡
県
立
掛
川
工
業
高
等
学
校

二
年
生　
大
谷　
侑
生　
さ
ん

二
年
生　
岡
田　
凛
央　
さ
ん

二
年
生　
深
尾　
航
大　
さ
ん

二
年
生　
守
田　
羽
也
斗　
さ
ん

　

令
和
六
年
五
月
九
日
夕
方
、
学
校
近
く
の

路
上
で
転
倒
し
た
高
齢
男
性
を
見
つ
け
、
地
域

の
方
と
協
力
し
て
応
急
手
当
や
救
急
車
の
手
配

と
誘
導
及
び
学
校
へ
の
応
援
要
請
を
行
っ
た
。

�

一
年
生　
大
山　
隆
誓　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
一
日
夕
方
、
転
倒
し
た
高

齢
女
性
を
見
つ
け
、
地
域
の
方
と
協
力
し
て

応
急
手
当
を
し
、
救
急
車
の
手
配
と
誘
導
を

冷
静
か
つ
迅
速
に
行
っ
た
。

静
岡
県
立
磐
田
南
高
等
学
校

三
年
生　
石
井　
香
衣　
さ
ん

三
年
生　
梅
田　
鈴
菜　
さ
ん

三
年
生　
杉
浦　
花
音　
さ
ん

三
年
生　
鈴
木　
心
海　
さ
ん

　

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日
夜
、
バ
イ
ク
と

軽
自
動
車
の
衝
突
事
故
に
遭
遇
し
、
救
急
車

を
要
請
し
た
上
で
怪
我
を
し
た
人
物
の
救
助
、

散
乱
し
た
破
片
の
片
付
け
、
交
通
整
理
等
を

行
っ
た
。

静
岡
県
立
浜
松
大
平
台
高
等
学
校

三
年
生　
大
石　
幸
矢　
さ
ん

　

令
和
六
年
七
月
九
日
登
校
中
、
怪
我
を
し

て�

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
小
学
生
を
見
つ
け

近
く
の
方
と
協
力
し
て
救
助
に
あ
た
り
保
護

者
が
到
着
す
る
ま
で
付
き
添
っ
た
。

静
岡
県
立
浜
名
高
等
学
校
校

三
年
生　
池
谷　
美
緒　
さ
ん

　

令
和
六
年
四
月
十
六
日
登
校
中
、
自
転
車

に
乗
っ
た
中
学
生
と
乗
用
車
の
事
故
を
目
撃

し
、
は
ね
ら
れ
た
中
学
生
に
声
を
か
け
て
当

人
が
落
ち
着
く
ま
で
介
助
す
る
な
ど
の
救
援

活
動
を
行
っ
た
。

�

三
年
生　
野
澤　
康
佑　
さ
ん

三
年
生　
津
田　
廉
大　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
二
日
、
近
隣
の
小
学
校
を

飛
び
出
し
浜
名
高
校
周
辺
を
泣
き
な
が
ら
歩

い
て
い
る
小
学
生
を
見
つ
け
て
保
護
し
、
無

事
児
童
の
小
学
校
の
教
職
員
に
引
き
渡
し
た
。

高
校
生
善
行
表
彰

き
み
の
や
さ
し
さ
に 

あ
り
が
と
う

令和６年度静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会　地区ＰＴＡ指導者研修会（実施一覧）

参加者　計1,168名（全県）
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二
年
生　
松
本　
悠
佑　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
四
日
、
遠
州
鉄
道
新
浜
松
駅

で
白
杖
を
持
っ
た
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
、
階

段
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
移
動
に
困
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
適
切
に
誘
導
と
介
助
を
行
っ
た
。

静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校

二
年
生　
巻
野　
結
衣　
さ
ん

一
年
生　
大
石　
南
実　
さ
ん�

　

令
和
六
年
五
月
下
旬
、
市
内
の
交
差
点
に

お
い
て
自
転
車
で
転
倒
し
怪
我
を
し
た
男
子

中
学
生
を
見
つ
け
て
声
を
か
け
、
自
校
の
保

健
室
ま
で
付
き
添
い
手
当
に
つ
な
げ
た
。

�

三
年
生　
上
野　
祥
悠　
さ
ん

三
年
生　
川
口　
瑠
子　
さ
ん

三
年
生　
清
水　
美
来　
さ
ん

三
年
生　
高
野　
莉
子　
さ
ん

三
年
生　
長
島　
悠
真　
さ
ん

三
年
生　
増
田　
陽
菜　
さ
ん

三
年
生　
宮
坂　
苑
香　
さ
ん

　

令
和
六
年
五
月
下
旬
、
学
校
近
く
の
交
差

点
に
お
い
て
自
転
車
で
転
倒
し
怪
我
を
し
た

男
子
中
学
生
を
見
か
け
、
自
校
の
保
健
室
ま

で
付
き
添
い
保
護
者
へ
の
連
絡
と
救
急
外
来

の
受
診
に
つ
な
げ
た
。

静
岡
県
立
伊
豆
中
央
高
等
学
校

一
年
生　
長
澤　
朋　
さ
ん

　

令
和
六
年
八
月
十
日
朝
、
部
活
動
で
訪
問

し
た
山
中
湖
の
周
回
コ
ー
ス
で
自
動
車
の
自

損
事
故
を
目
撃
し
、
運
転
手
の
怪
我
の
有
無

を
確
認
し
た
上
で
、
路
側
帯
に
乗
り
上
げ
た

車
の
救
出
に
力
を
貸
し
た
。

�

二
年
生　
森
島　
昊
聖　
さ
ん

　

令
和
六
年
二
月
三
日
、
沼
津
駅
で
倒
れ
て

い
る
高
齢
女
性
を
発
見
し
、
す
ぐ
に
交
番
に

連
絡
を
し
た
上
で
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

女
性
に
寄
り
添
っ
て
声
か
け
を
行
い
、
励
ま

し
た
。

静
岡
県
立
相
良
高
等
学
校

三
年
生　
柴
田　
姫
愛　
さ
ん

　

学
校
の
Ｓ
Ｃ
Ｈ
活
動
に
三
年
間
で
累
計

二
十
三
回
参
加
し
、
特
に
海
岸
清
掃
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
く
取
り
組
み
、
奉
仕
活

動
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
、
学
校
生
活

で
も
多
く
貢
献
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

静
岡
県
立
榛
原
高
等
学
校

二
年
生　
北
西　
快
名　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
十
二
日
登
校
中
、
道
路
に

倒
れ
て
い
た
年
配
の
女
性
を
発
見
し
、
本
人

に
確
認
し
な
が
ら
救
急
隊
に
状
況
を
伝
え
て

そ
の
到
着
を
待
ち
速
や
か
な
救
助
に
つ
な
げ
た
。

静
岡
県
立
清
流
館
高
等
学
校

二
年
生　
鈴
木　
翔
成　
さ
ん

二
年
生　
鈴
木　
愛
斗　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
二
十
一
日
昼
、
帰
宅
が
困

難
に
な
り
困
惑
し
て
い
る
高
齢
者
に
代
わ
り
、

携
帯
電
話
で
周
囲
の
状
況
等
を
家
族
に
伝
え
、

目
印
と
な
る
飲
食
店
ま
で
付
き
添
い
帰
宅
を

支
援
し
た
。

静
岡
県
立
横
須
賀
高
等
学
校

一
年
生　
笹
本　
超
飛　
さ
ん

　

令
和
六
年
九
月
一
日
夕
方
、
雨
の
中
転
倒

し
怪
我
を
し
た
高
齢
女
性
と
遭
遇
し
、
声
を

か
け
て
介
抱
し
た
上
で
近
く
の
方
と
協
力
し

て
救
急
車
に
よ
る
搬
送
に
つ
な
げ
た
。

静
岡
市
立
清
水
桜
が
丘
高
等
学
校

三
年
生　
山
田　
翔
生　
さ
ん

　

令
和
六
年
五
月
二
十
日
夕
方
、
市
の
同
報

無
線
で
伝
え
ら
れ
た
行
方
不
明
者
と
同
じ
特

徴
の
高
齢
女
性
を
発
見
し
、
声
を
か
け
警
察

へ
の
連
絡
と
引
渡
し
を
行
っ
た
。

【
団
体
の
部
】

静
岡
県
立
浜
松
湖
東
高
等
学
校

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
会

　

令
和
二
年
か
ら
、
校

内
で
の
探
究
活
動
を
活

か
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
へ
の
学
び
を
深
め
、

生
産
者
を
訪
問
し
交
流

す
る
中
で
、
常
に
問
題

意
識
を
持
っ
て
支
援
の

募
金
活
動
な
ど
を
展
開

し
て
い
る
。

関
係
生
徒
一
同

　

令
和
三
年

か
ら
、「
湖
東

の
場
所
（
コ

ト
バ
シ
ョ
）」

の
活
動
を
始

め
、
日
々
改
善
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
の
小

中
学
生
へ
の
憩
い
の
場
所
の
提
供
や
学
習
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

静
岡
県
立
浜
松
工
業
高
等
学
校

関
係
生
徒
一
同

　

令
和
六
年
七
月
三
十
日

昼
頃
、
学
校
北
側
防
風
林

周
辺
か
ら
火
災
が
発
生
し
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ラ

グ
ビ
ー
部
員
と
全
日
制
・

定
時
制
の
有
志
生
徒
が
消

防
署
員
と
共
に
協
力
し
て

消
火
作
業
に
あ
た
り
延
焼

を
食
い
止
め
た
。

静
岡
県
立
稲
取
高
等
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

平
成
二
十
四

年
か
ら
、
夏
休

み
を
利
用
し
て

地
域
の
小
学
校

に
出
向
い
て
学

習
を
支
援
す
る

「
ぐ
ん
ぐ
ん
教
室
」
の
活
動
に
取
り
組
み
、

小
学
校
や
地
域
社
会
か
ら
感
謝
さ
れ
そ
の
活

動
の
幅
を
広
げ
、
参
加
の
意
識
を
向
上
さ
せ

て
い
る
。

静
岡
県
立
三
島
北
高
等
学
校

音
楽
部

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
、

春
風
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
し
た
か
ホ
ー

ム
の
「
ホ
ー
ム
祭
り
」

に
毎
年
参
加
し
、
合
唱

を
披
露
し
て
利
用
者
の

方
々
と
の
交
流
を
続
け
、

さ
ら
に
令
和
五
年
度
に

は
幼
稚
園
児
の
歌
唱
指

導
も
行
っ
て
い
る
。
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本
校
は
、
東
部
地
域
唯
一
の
単
位
制
・
三

部
制
の
定
時
制
高
校
と
し
て
平
成
二
十
年
に

開
校
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
多
様
な
学

習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
教
育
課
程
を
編
成

し
て
い
ま
す
。
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
所
属
す
る
部

（
Ⅰ
部
は
主
に
午
前
、

Ⅱ
部
は
主
に
午
後
、
Ⅲ
部
は
主
に
夜
間
）
や
、

受
講
科
目
、
在
学
期
間
を
自
分
で
決
定
し
ま

す
。
ま
た
、
一
般
的
な
学
校
に
あ
る
「
学
年
」

「
学
級
」
に
と
ら
わ
れ
ず
に
授
業
を
選
択
す

る
た
め
、
授
業
ご
と
の
受
講
者
が
異
な
り
、

友
人
関
係
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

校
訓
「
自
律
・
創
造
」
の
も
と
、
次
の
四

つ
の
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・�

自
分
で
考
え
て
判
断
し
、
自
分
の
「
強
み
」

を
生
か
し
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
力

・�

人
と
か
か
わ
る
中
で
多
様
な
生
き
方
を
認

め
、
他
人
を
思
い
や
り
、
尊
重
で
き
る
力

・�

様
々
な
学
び
や
経
験
の
中
か
ら
新
た
な
価

値
あ
る
も
の
を
生
み
出
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
力

・�

自
分
自
身
と
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
生
涯

に
わ
た
り
自
分
を
磨
き
続
け
る
力

 

校
長　
石
垣　
智
博

　

焼
津
中
央
高
校
は
、
学
校
創
立
六
十
二
年

目
を
迎
え
、
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た
素
晴
ら

し
い
伝
統
を
背
負
い
な

が
ら
、
生
徒
と
教
員
が

一
丸
と
な
っ
て
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
に
邁
進

し
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

を
築
い
て
い
ま
す
。
国

公
立
大
学
に
多
く
の
生

徒
が
合
格
す
る
な
ど
進
路
実
績
を
残
し
、
部

活
動
に
お
い
て
は
、
合
唱
部
の
オ
ペ
ラ
公
演
、

吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
に
加
え
、
弓
道
部

や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
は
東
海
、
全
国
へ
と
活

躍
の
ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
央
祭
、
英
語
研
修
、
小
笠
原
諸
島
研
修
な

ど
、
様
々
な
学
校
行
事
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
本
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
た
く
ま

し
い
心
身
・
た
し
か
な
知
性
・
豊
か
な
心
」

を
体
現
し
、
真
に
社
会
に
貢
献
し
得
る
人
材

の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
は
、
学
年
を
超

え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
探
究
的

な
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

専
門
分
野
で
活
躍
す
る

講
師
に
よ
る
大
学
模
擬

授
業
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー

等
、
豊
富
な
機
会
を
通

し
て
多
面
的
・
総
合
的

な
視
点
か
ら
生
徒
の
主

体
性
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
「
文
武
芸
三
道
を
実
践
し
、
優
れ
た
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
、
自
ら
の
夢
を
実
現
で
き
る

学
校
」「
生
徒
の
頑
張
り
を
全
職
員
が
全
力

で
応
援
す
る
学
校
」「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

尊
重
さ
れ
、
そ
の
学
び
が
保
障
さ
れ
る
学
校
」

こ
の
よ
う
な
学
校
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら

に
学
習
環
境
と
進
路
指
導
の
充
実
を
図
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
校
長　
遠
山　
一
郎

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
な
活
動
を
、
三
つ
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
春
と
秋
の

二
回
、
市
役
所
の

方
々
と
共
に
三
島
駅

北
口
前
広
場
に
花
を

植
え
、
地
域
美
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
文
化
祭
（
長

陵
祭
）
で
の
活
動
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

さ
れ
て
い
た
食
事
の
提
供
「
長
陵
家
」
を
復

活
さ
せ
、
令
和
五
年
度
は
牛
丼
、
本
年
度
は

牛
丼
に
加
え
て
肉
う
ど
ん
を
販
売
し
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
作
成
に
も
力
を

入
れ
、
保
護
者
間
の
情
報
共
有
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
無
理
せ
ず
、
で
き
る
人

が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事
を
す
る
」
と

い
う
、
柔
軟
で
参
加
し
や
す
い
を
モ
ッ
ト
ー

に
掲
げ
、
保
護
者
一

人
ひ
と
り
が
無
理
な

く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
皆
が
協
力
し
合

い
、
意
見
を
出
し
や

す
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
生
徒
や
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け

て
い
ま
す
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
瀬
川　
貴
子

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
八
名
の
本
部
役
員

と
三
つ
の
委
員
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
評

議
員
は
、
本
部
役
員
と

十
二
地
区
の
二
、三
年

生
の
保
護
者
二
十
四
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
は
、
進
路
・
生

活
安
全
・
保
健
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
進
路
委
員
会
は
、
大
学
見
学

会
へ
の
参
加
、
勉
強
合
宿
見
学
、
進
路
保
護

者
説
明
会
（
二
、三
年
）
の
手
伝
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
活
安
全
委
員
会
は
、
年
四
回

の
校
外
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
健

委
員
会
は
、
年
二
回
の
校
内
環
境
美
化
活
動

と
学
校
保
健
委
員
会
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
へ
の
参
加
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
習
支
援
・
進
路
指
導
支
援
・
部
活

動
支
援
事
業
、
一
年
生
対
象
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
職
業

講
話
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
部
役
員
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
評
議
員
会
の
開
催
・
各
委
員

会
と
学
校
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業

は
、
継
続
し
つ
つ
、
活

動
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

役
員
定
数
と
委
員
会
業

務
の
削
減
を
し
て
き
ま

し
た
。
保
護
者
に
負
担

の
少
な
く
な
る
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
何
が

不
要
で
あ
る
か
を
学
校
と
模
索
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
後
藤　
陽
子

学
校
紹
介

学
校
紹
介

学
校
紹
介

学
校
紹
介

P
T
A

P
T
A
紹
介
紹
介

P
T
A

P
T
A
紹
介
紹
介

静岡県立三島長陵高等学校

静岡県立焼津中央高等学校
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春
野
校
舎
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
小
規
模
校
の
特

性
を
活
か
し
て
、
シ
ン
プ
ル
で
小
回
り
の
利

く
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
別
な
委
員

会
活
動
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、

行
事
を
参
観
し
て
成

長
を
見
届
け
た
り
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
の
出
席
率
は
近
年
七
十
％
台
を
維
持
し
て

い
ま
す
し
、
文
化
祭
に
は
家
族
の
み
な
ら
ず

親
戚
も
加
わ
っ
て
見
学
に
訪
れ
る
人
た
ち
も

い
る
ほ
ど
で
す
。
今
年
は
文
化
祭
で
地
元
の

野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
、
賑
わ
い
に
微
力
な

が
ら
協
力
し
ま
し
た
。
体
育
大
会
や
球
技
大

会
に
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
を
配
っ
た
り
、

基
礎
学
力
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
優
秀
者
を
表
彰

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
磐
田
地
区
の
指
導
者
研
修
会

を
担
当
し
ま

し
た
。
当
日

は
役
員
で
受

け
付
け
を
行

い
、
係
の
分

担
や
資
料
の
配
り
方
を
話
し
合
っ
て
、
皆
で

協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。
役
員
同
士
の
親
睦

の
機
会
と
も
な
り
、
今
後
の
活
動
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
松
田　
直
美

　

昭
和
二
十
四
年
に
静
岡
県
立
周
智
農
業
高

等
学
校
犬
居
分
校
と
し
て
創
立
し
、
そ
の
後
、

幾
度
か
の
改
称
を
経

て
、
昭
和
五
十
五
年

に
静
岡
県
立
春
野
高

等
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
春
野

高
校
と
し
て
は

三
十
四
年
の
歴
史
を

刻
み
、
平
成
二
十
六

年
四
月
に
、
天
竜
林

業
高
等
学
校
、
二
俣
高
等
学
校
、
春
野
高
等

学
校
の
三
校
の
再
編
整
備
に
よ
り
天
竜
高
等

学
校
が
開
校
し
、
そ
の
春
野
校
舎
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
約

四
千
三
百
名
の
卒
業
生
を
世
に
輩
出
し
、
地

元
、
春
野
地
区
や
天
竜
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、

各
地
、
各
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
有
数
の
清
流
で
あ
る
気
田
川
や
周
囲

の
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
校
舎
で
は
、
小

規
模
校
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
教
育
活

動
に
お
い
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の
場

面
が
多
く
、
三
年
間
の
高
校
生
活
を
通
し
て

生
徒
の
個
々
の
力
が

最
大
限
に
引
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
春
野

高
校
時
代
か
ら
の
校

訓
「
立
志
力
行　

師

弟
同
行
」
の
理
念
の

も
と
、
今
後
も
生
徒

が
「
個
」
と
し
て
大

切
に
さ
れ
る
環
境
の
中
で
、
生
徒
と
教
職
員

が
様
々
な
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
み
、
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
実
現
す
る
学
校
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

 

校
長　
渡
邊　
二
三
彦

　

静
岡
県
立
掛
川
特
別
支
援
学
校
は
、
掛
川

市
の
中
心
部
よ
り
や
や
南
に
位
置
す
る
「
希

望
の
丘
福
祉
エ

リ
ア
」
と
呼
ば

れ
る
場
所
の
一

角
に
あ
り
、
平

成
二
十
七
年
四

月
に
開
校
し
今

年
で
十
年
目
を

迎
え
る
、
知
的

障
害
と
肢
体
不

自
由
の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
通
う
特
別

支
援
学
校
で
す
。

　

令
和
六
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
約

二
百
七
十
人
で
、
掛
川
市
、
菊
川
市
、
御
前

崎
市
な
ど
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
保
護
者
の

送
迎
、
路
線
バ
ス
等
で
通
っ
て
い
ま
す
。

　

校
訓
に
「
元
気
・
笑
顔
・
夢
の
実
現
」
を

掲
げ
、
学
校
教
育
目
標
「
い
き
い
き
学
び�

地

域
と
共
に�

よ
り
よ
く
生
き
る
人
を
育
て
る
」

を
目
指
し
て
、
通
常
の
教
科
に
よ
る
指
導
の

ほ
か
、
日
常
生
活
の
指
導
や
生
活
単
元
学
習
、

作
業
学
習
な
ど
、
特
別
支
援
学
校
な
ら
で
は

の
教
育
課
程
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
小
学
部

一
年
生
か
ら
高
等
部
三
年
生
ま
で
の
十
二
年

間
を
通
じ
た
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
主
体
的
に
学
び
、
自
分
の
良

さ
を
生
か
し
、
人
や
社
会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、

そ
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、

自
立
し
た
生
活
す
る
姿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 
校
長　
赤
澤　
智
子

　

私
た
ち
掛
川
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
約

三
十
人
の
役
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
今

の
家
庭
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
時
間
を
割
け
る

保
護
者
も
減
少
し
て

い
る
た
め
、「
で
き

る
人
が
、
で
き
る
と

き
に
、
で
き
る
こ
と

を
」
を
意
識
し
、
奉

仕
作
業
は
運
動
会
や
参
観
日
に
実
施
す
る
な

ど
、
保
護
者
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
講
座
と
し
て「
先

輩
保
護
者
に
学
ぶ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
援
学
校
の
生
徒
た
ち
の
卒
業
後
の
生
活
に

関
し
て
は
、
保
護
者
が
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
力
を
高

め
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
特

別
支
援
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
お
子
さ
ん
を
持

つ
先
輩
保
護
者
を
お

招
き
し
、
生
活
介
護

事
業
所
や
就
労
先
の

様
子
に
つ
い
て
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。
障

害
が
あ
る
子
供
の
将

来
に
対
す
る
関
心
は

高
く
、約
七
十
人
の
保
護
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
一
人
が
負
担
な
く
取
り

組
め
る
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
、

今
後
も
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
伊
藤　
志
保

学
校
紹
介

学
校
紹
介

学
校
紹
介

学
校
紹
介

P
T
A

P
T
A
紹
介
紹
介

P
T
A

P
T
A
紹
介
紹
介

静岡県立天竜高等学校春野校舎

静岡県立掛川特別支援学校
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ふ
じ
の
く
に
国
際
高
校
で
は
、
多
様
性
や

自
由
を
尊
重
す
る
新
し
い
教
育
の
象
徴
と
な

る
高
校
を
実
現
し
、
二
十
一
世
紀
を
た
く
ま

し
く
生
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
学
の
よ
う
に
学
ぶ
科
目
や
時

間
帯
を
自
由
に
選
択
で
き
る
「
多
部
制
単
位

制
」
の
仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｄ
Ｐ
に
よ
る
国
内
外
大
学
進
学
資
格
の
取
得

を
目
指
す
場
合
、
全
て
の
Ｄ
Ｐ
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
「
少
し
だ
け
Ｉ
Ｂ

教
育
に
触
れ
て
み
た
い
」
と
考
え
る
生
徒
は
、

一
部
の
科
目
の
み
選
択
履
修
す
る
こ
と
も
可

能
と
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
生
徒
の

自
己
実
現
や
進
路
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
機
構
が
公
表
す
る
日
本
全
国
の
Ｉ
Ｂ

認
定
校
は
二
百
校
を
超
え
ま
す
が
、
現
状
で

は
私
立
高
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
が
多
く
、
手
頃
な
学
費
で
Ｉ
Ｂ
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
立
高
校
は
全
国

に
十
一
校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
ふ

じ
の
く
に
国
際
高
校
が
認
定
校
に
な
る
こ
と

で
、
幅
広
い
生
徒
に
教
育
を
受
け
る
機
会
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｂ
教
育
の
良
さ
を
県
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ふ
じ
の
く
に

国
際
高
校
を
中
心
に
広
報
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
先
進
的
な
探
究
学
習
の
取
組
を
全
県

に
広
げ
る
た
め
の
教
員
研
修
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、
居
住
す
る

地
域
社
会
の
中
で
、
共
に
支
え
合
い
、
育
ち
、

生
活
す
る
。
そ
の
よ
う
な
共
生
社
会
を
目
指

す
に
は
、
学
校
教
育
段
階
か
ら
共
に
生
活
し

共
に
学
ぶ
「
共
生
・
共
育
」
の
取
組
が
必
要

で
す
。「
共
生
・
共
育
」
の
理
念
は
、「
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
中
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
」
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
県
教

育
委
員
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
高
等
学
校
内
の
高
等
部
分
校
に
つ
い
て

　

平
成
十
四
年
に
伊
東
城
ヶ
崎
高
等
学
校
内

に
東
部
養
護
学
校
伊
東
分
校
高
等
部
が
開
校

し
て
以
来
、
今
年

度
四
月
に
は
小
山

高
等
学
校
内
に
御

殿
場
特
別
支
援
学

校
小
山
分
校
が
開

校
し
、現
在
で
は
、

県
内
十
二
校
の
高

等
学
校
内
に
、
特

別
支
援
学
校
の
高

等
部
分
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
令
和
八
年

度
に
は
浜
松
江
之
島
高
等
学
校
内
に
新
た
な

高
等
部
分
校
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

高
等
部
分
校
で
は
、文
化
祭
や
体
育
大
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
た
「
行
事
交

流
」、
毎
日
学
び
舎
を
共
に
す
る
中
で
の
挨

拶
や
食
事
、
生
徒
会
活
動
を
含
む
「
日
常
の

交
流
」
等
、
障
害
の
有
無
を
超
え
て
同
世
代

の
生
徒
が
活
動
の
場
を
共
有
し
な
が
ら
、
相

互
に
成
長
し
合
う
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

○
高
等
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
「
共
生
・
共
育
」
の
取
組

　

静
岡
市
葵
区
に
あ
る
中
央
特
別
支
援
学
校

高
等
部
で
は
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
差

別
や
偏
見
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
呼
び
掛
け

る
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
偏
見
が
社

会
に
広
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

地
域
で
の
催
し
や
病
院
等
の
施
設
に
配
布
す

る
シ
ト
ラ
ス
・
リ
ボ
ン
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
難
し
い
部
分
を
近
隣
の
静
岡
中
央
高
等

学
校
の
生
徒
会
に
協
力
依
頼
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
自
分
の
力
を
発
揮

し
て
役
割

を
リ
レ
ー

し
、
地
域

に
新
た
な

価
値
を
生

み
出
し
て

い
ま
す
。

両
校
の
生

徒
が
手
を
取
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的

な
社
会
参
加
の
在
り
方
を
、
学
校
と
い
う
社

会
の
中
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
「
共
生
・
共
育
」
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
評
価
し
つ
つ
、
文
部
科
学
省
の
方
針
に
基

づ
き
、
今
後
の
新
た
な
「
共
生
・
共
育
」
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
理
解
の
促
進
や
多
様
性
を
認
め
合
う

人
権
感
覚
を
幼
少
期
か
ら
養
う
こ
と
、「
共

に
過
ご
し
、共
に
学
び
合
い
、共
に
育
つ
機
会
」

を
さ
ら
に
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、「
共
生
・

共
育
」の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

静
岡
県
で
は
、
令
和
六
年
度
に
開
校
し
た

「
県
立
ふ
じ
の
く
に
国
際
高
校
（
島
田
市
金

谷
）」
に
お
い
て
、

令
和
八
年
か
ら
の

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

（
Ｉ
Ｂ
）
教
育
導

入
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
教
育
と

は
、Ｉ
Ｂ
機
構（
本

部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

が
提
供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
探
究
ス
キ
ル
や
課
題
発
見
・
解
決
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す

る
た
め
、
少
人
数
の
双
方
向
・
協
働
型
授
業

に
よ
る
探
究
学
習
を
実
践
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
予
測
不
可
能
な
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
探
究

的
な
学
び
を
重
視
す
る
本
県
の
方
向
性
に
も

合
致
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
対
象
の
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）」
を
全
て
履
修
し
、
最
終
試

験
で
一
定
の
得
点
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
海

外
大
学
だ
け
で
な
く
国
内
の
大
学
へ
の
進
学

資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

ま
た
、
ふ
じ
の
く
に
国
際
高
校
で
は
Ｄ
Ｐ
六

科
目
の
う
ち
二
科
目
（
Ｉ
Ｂ
英
語
、
Ｉ
Ｂ
数

学
）
を
英
語
で
、
残
り
四
科
目
（
Ｉ
Ｂ
国
語
、

Ｉ
Ｂ
歴
史
、
Ｉ
Ｂ
理
科
、
Ｉ
Ｂ
芸
術
）
を
日

本
語
で
授
業
を
行
う「
デ
ュ
ア
ル
・
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｌ
Ｄ

Ｐ
）」
を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
教
育
の
推
進
」

県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

「
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
」

県
教
育
委
員
会
特
別
支
援
教
育
課

開校したふじのくに国際高校開校したふじのくに国際高校

「Cross Border」「Cross Border」
～総合的な探究の時間～総合的な探究の時間

小山高校との交流小山高校との交流

シトラスリボンの配布シトラスリボンの配布
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令和７年度（2025年度）　静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会　年間計画（案）

令和７年度　第74回全国高Ｐ連大会「三重大会」 令和７年度　東海地区高Ｐ連「静岡大会」

令和８年度
（2026年）

第75回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会大分大会　８月20日（木）・21日（金）

【大会テーマ】
「出会いはじまる常若のくに～『集い、想い、継なぐ』
三つの重なる明日への力～」

【大会日程】現地参集・オンライン（アーカイブのみ）併用
令和７年８月21日（木）
11：30～� 受付
13：00～13：20� アトラクション
13：30～14：30� 開会行事、表彰式（全体会場）
14：45～16：45� 分科会（４会場）
16：25～� 閉会行事
令和７年８月22日（金）
08：30～� 受付（全体会場）
09：35～09：50� アトラクション
10：00～11：30� 記念講演
11：40～12：10� 閉会式

【全体会場】日硝ハイウェイアリーナ（三重県津市）
� （メインアリーナ・サブアリーナ）

【分科会場】（全体会会場及び隣接会場にて開催）
第１分科会　「子育て、そして親育ち」
第２分科会　「実力発揮のコツ」
第３分科会　�「AI時代におけるWell-Beingなキャリアデ

ザイン」
第４分科会　「Let’ s�PTA！」

【参加費】7,500円（オンライン7,000円）

※津駅からの公共交通機関やタクシーは渋滞が予想されます。
※静岡県高Ｐ連は、四日市市を宿泊地（含情報交換会）
とし、大会会場まで伊勢自動車道などを使った直通バス
で往復するツアーを設定する予定です。

【大会日程】
令和７年６月27日（金）　13：00～16：00
13：00～13：25� 開会式
13：30～14：10� 研究協議
� 静岡県立浜松特別支援学校ＰＴＡ
� 岐阜県岐阜女子高等学校ＰＴＡ
14：25～15：50� 講演会�※詳細は以下参照
15：55～16：00� 閉会式

【大会会場】　静岡市清水文化会館マリナート
【大会申込】　令和７年４月１日以降（後日各校通知）

※地元開催ですので多くの会員様の来場を期待しています。
また、会場に駐車場はないのでご注意ください。

【講演会情報】
○演題「素直でまじめで優秀でも主体性がない
� �～そんな『いい子症候群の若者たち』と共に前

へ進むために～」（仮題）

○講師　金間　大介　氏
　（金沢大学�融合研究域融合科学系�教授）
　（東京大学�未来ビジョン研究センター�客員教授）

○講師より皆さまへ
　仕事柄、企業の人事部の方から、
最近の若者の特徴として、「素直で
まじめ」「協調性があって人の話を
よく聞く」「言われた仕事をきっち
りこなす」といったことをよく聞き
ます。一方、それと同時に、「自分
の意見は言わない。言っても当たり
前のことしか言わない」「先頭には
立たず誰かの後に続こうとする」と
いった特徴も頻繁に耳にします。
　これは一体どういうことなので
しょうか？
　私はこれらの行動の根底に、「目立ちたくない」「横並
びでいたい」「変なこと言って浮いたらどうしよう」とい
う心理特性が働いていると考えています。本講演では、
現在の若者の深層心理を多様なデータやエピソードをも
とに描写し、今後のコミュニケーションや教育、人材育
成に活かしていく方策を考えていきます。

期　日 時程（予定） 曜 静岡県高Ｐ連　事業 会　場

５月15日 14：45～16：15 木 第１回理事会（令和６年度・令和７年度理事監事合同） ホテルグランヒルズ静岡16：15～17：00 被表彰者選考委員会
６月４日 13：30～16：40 水 総会・研修会 ホテルグランヒルズ静岡
８月21日 18：30～20：30 木 第74回全国高等学校PTA連合会大会三重大会　静岡県情報交換会 都ホテル�四日市（予定）
10月15日 13：30～14：30 水 高校生善行表彰選考委員会 （未定）
２月６日 13：30～16：10 金 第２回理事会・特別委員会（講演会、令和７年度理事監事） （未定）
期　日 時　程 曜 東海地区高Ｐ連　事業 会　場

６月27日 11：00～11：40 金 総会 静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）
13：00～16：00 東海地区高Ｐ連　静岡大会 静岡市清水文化会館（マリナート）

期　日 時　程 曜 全国高Ｐ連　事業 会　場
８月21日 午　後 木 全国高Ｐ連�

三重大会
大会第１日　開会式・表彰式・分科会 日硝ハイウエーアリーナ・メッセウイング

８月22日 午　前 金 大会第２日　記念講演・閉会式 日硝ハイウエーアリーナ・メッセウイング
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